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日本文化研究所では、いくつかの英文学術

雑誌を収集している。これらには定期購読し

ているものと、寄贈されたものが含まれるが、

すでに旧・日本文化研究所時代から継続して

きているもので、その数は相当にのぼる。日

本文化研究所が改組を経て研究開発推進機構

のなかの一機関となった２００７年以降のもの

を中心に、これらの一部は、現在学術メディ

アセンター（AMC）５階の共同研究室２に

配架されている。その数は本報告執筆時点で

１８誌３１０冊を超え、３段に収められている。

これらは本研究所の収蔵資料の一角を構成し

ていながらも、今まであまり活発に利用され

てきたとは言いがたい。本報告は、これらの

全体像を示した上で、より積極的な活用方法

を模索することを目指すものである。

まずは、購読・収蔵雑誌名の一覧をアルファ

ベット順に挙げる。次頁の表を参照してもら

いたい。「所蔵巻号・年」のところが２０１０年

以前まででとなっているものは、現在購読・

収集を停止しているが、それ以外は現在も購

読・収集が継続されている。

全体的に、日本研究・宗教研究に限らず、

広く社会学・民族学・民俗学・人類学・地域

研究の各専門誌が収蔵されているのがわかる。

日本研究のものは『Japanese Journal of

Religious Studies』『Monumenta Nipponica』

『The Journal of Japanese Studies』の３誌、

宗教研究のものは『Japanese Journal of

Religious Studies』『Journal of Contemporary

Religion』『Journal of the American Academy

of Religion』『The Journal of Religion』の４

誌である。

全体像が概観できたので、次に活用方法に

ついて考えたい。それには、研究所・機構内

部での利用と、外部利用あるいは情報発信と

いう両面で考える必要がある。

研究所ならびに機構内部での利用という面

では、単に新着雑誌を配架するだけでは有効

活用は望めない。どの雑誌が新たに到着した

か、何の雑誌がどこまで到着しているかを共

有できるような体制構築が必要となるだろう。

また、利便性を高めるという面では、２０１１

年度には一部雑誌をスキャンし PDF化する

作業も進められた。現在全体の２割ほどが済

んでいる。もちろん公開を目的としたもので

はないが、引き続きこの作業を進めていく予

定である。

ただし、この作業を進める際に注意しなけ

ればならないのが、現在では各雑誌のオンラ

インアクセスがかなり整備されてきているこ

とである。たとえば、『Asian Ethnology』や

『Japanese Journal of Religious Studies』など

は、無料でアクセスでき、PDFがダウンロー

ドできる。また、『American Ethnologist』

『Journal of Contemporary Religion』『The

Journal of Japanese Studies』なども、巻号

が限定されているものもあるが、本学のLAN

からアクセスが可能である。そうした情報の

共有ならびに購読誌の再検討も必要となって

くるだろう。

こうした内部での共有・活用体制の構築を

踏まえた上で、外部利用面を考えたい。すな

わち、これらの雑誌のほとんどは本学では本

研究所のみに収蔵されているのだが、現状で

は本学図書館の蔵書検索システム 「K-aiser」
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では登録されておらず、ヒットしない。内部

での活用体制を整えた後、なるべく近い将来

に図書館に移管し、広く利用に供したいとい

うのが全体的な方向性である。また、情報提

供・発信という面では、たとえば前述の日本

研究３誌・宗教研究４誌のなかから、広い意

味での日本宗教・文化に関わる論考を拾い上

げ、その簡単な紹介・レビューを定期的にす

るなどの工夫があってもいいかもしれない。

いずれにせよ、本研究所が継続して収集して

きた、これらの英文雑誌がより広く活用され

る方法を今後も模索していきたいと考えるも

のである。

（塚田穂高）

表 共同研究室２配架の英文雑誌一覧
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共同研究室2の研究所購読・収蔵英文雑誌
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